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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】潜在的な短絡のリスクを低下させるバッテリセ 
ルの構造を提供する。
【解決手段】バッテリセルの構造は、順番に積層される 
第１集電層２１、第１活性材料層２２、セパレータ２３ 
、第２活性材料層２４及び第２集電層２５を含み、第１ 
集電層及び第２集電層はそれぞれ相対する第１表面２１ 
１及び第２表面２１２を有する。第１集電層の第１表面 
は第２集電層の第２表面に相対して積層され、第１集電 
層の面積は第２集電層の面積よりやや小さい。第１集電 
層の第２表面がその第１タブ２１５と接する部分の両側 
の辺縁部に絶縁層２１５１を有し、バッテリセルを組み 
立てるとき、第１、第２集電層の面積が異なることによ 
る潜在的な短絡のリスクを大幅に低下させる。
【選択図】図３

評価書の請求　未請求　請求項の数　8　　ＯＬ　（全11頁）



10

20

30

40

50

JP 3249909 U 2025.1.10(2)

【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 順 番 に 積 層 さ れ る 第 １ 集 電 層 、 第 １ 活 性 材 料 層 、 セ パ レ ー タ 、 第 ２ 活 性 材 料 層 及 び 第 ２  
集 電 層 を 含 み 、 前 記 第 １ 集 電 層 は 第 １ タ ブ を 有 し 、 前 記 第 ２ 集 電 層 は 第 ２ タ ブ を 有 す る バ  
ッ テ リ セ ル の 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 集 電 層 及 び 前 記 第 ２ 集 電 層 は そ れ ぞ れ 相 対 す る 第 １ 表 面 及 び 第 ２ 表 面 、 並 び に  
相 対 す る 第 １ 側 面 及 び 第 ２ 側 面 を 有 し 、 前 記 第 １ タ ブ は 前 記 第 １ 集 電 層 の 前 記 第 １ 側 面 か  
ら 外 側 に 延 伸 し 、 前 記 第 ２ タ ブ は 前 記 第 ２ 集 電 層 の 前 記 第 １ 側 面 か ら 外 側 に 延 伸 し 、 前 記  
第 １ 集 電 層 の 前 記 第 １ 表 面 は 前 記 第 ２ 集 電 層 の 前 記 第 ２ 表 面 に 相 対 し て 積 層 さ れ 、 前 記 第  
１ 集 電 層 の 面 積 は 前 記 第 ２ 集 電 層 の 面 積 よ り 小 さ く 、 前 記 第 １ 集 電 層 の 前 記 第 ２ 表 面 が 前  
記 第 １ タ ブ と 接 す る 部 分 の 両 側 の 辺 縁 部 に 絶 縁 層 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る バ ッ テ リ セ ル  
の 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 絶 縁 層 は 前 記 第 １ タ ブ が 前 記 第 １ 集 電 層 の 前 記 第 ２ 表 面 と 接 す る 部 分 の 両 側 の 辺 縁  
部 に 位 置 し 、 さ ら に 前 記 第 １ 集 電 層 の 前 記 第 ２ 表 面 に お け る 前 記 第 １ 側 面 に 隣 接 す る 最 上  
縁 に 延 伸 し 、 Ｌ 字 形 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ テ リ セ ル の 構  
造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 絶 縁 層 に お け る 前 記 第 １ 集 電 層 の 前 記 第 ２ 表 面 に 位 置 す る 幅 は ３ ～ ７ ミ リ メ ー ト ル  
で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の バ ッ テ リ セ ル の 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 絶 縁 層 に お け る 前 記 第 １ 集 電 層 の 前 記 第 ２ 表 面 に 位 置 す る 高 さ は ０ ． ５ ～ １ ． ５ ミ  
リ メ ー ト ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の バ ッ テ リ セ ル の 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 絶 縁 層 に お け る 前 記 第 １ タ ブ に 位 置 す る 幅 は 少 な く と も １ ． ５ ミ リ メ ー ト ル で あ る  
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の バ ッ テ リ セ ル の 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 絶 縁 層 に お け る 前 記 第 １ タ ブ に 位 置 す る 高 さ は ２ ． ５ ～ ８ ． ５ ミ リ メ ー ト ル で あ る  
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の バ ッ テ リ セ ル の 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ２ 集 電 層 の 前 記 第 ２ 側 面 に 絶 縁 層 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い  
ず れ か １ 項 に 記 載 の バ ッ テ リ セ ル の 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
　 順 番 に 積 層 さ れ る 第 １ 集 電 層 、 第 １ 活 性 材 料 層 、 セ パ レ ー タ 、 第 ２ 活 性 材 料 層 及 び 第 ２  
集 電 層 を 含 み 、 前 記 第 １ 集 電 層 は 第 １ タ ブ を 有 し 、 前 記 第 ２ 集 電 層 は 第 ２ タ ブ を 有 す る バ  
ッ テ リ セ ル の 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 集 電 層 及 び 前 記 第 ２ 集 電 層 は そ れ ぞ れ 相 対 す る 第 １ 表 面 及 び 第 ２ 表 面 、 並 び に  
相 対 す る 第 １ 側 面 及 び 第 ２ 側 面 を 有 し 、 前 記 第 １ タ ブ は 前 記 第 １ 集 電 層 の 前 記 第 １ 側 面 か  
ら 外 側 に 延 伸 し 、 前 記 第 ２ タ ブ は 前 記 第 ２ 集 電 層 の 前 記 第 １ 側 面 か ら 外 側 に 延 伸 し 、 前 記  
第 １ 集 電 層 の 前 記 第 １ 表 面 は 前 記 第 ２ 集 電 層 の 第 ２ 表 面 に 相 対 し て 積 層 さ れ 、 前 記 第 １ 集  
電 層 の 面 積 は 前 記 第 ２ 集 電 層 の 面 積 よ り 小 さ く 、 前 記 第 ２ 集 電 層 の 前 記 第 ２ 側 面 に 絶 縁 層  
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る バ ッ テ リ セ ル の 構 造 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は バ ッ テ リ セ ル の 構 造 に 関 し 、 特 に ２ つ の 集 電 層 の 面 積 が 等 し く な い 状 況 に お い  
て 、 絶 縁 層 を 追 加 で 設 け て 、 バ ッ テ リ セ ル の 積 層 に お け る 潜 在 的 な 短 絡 の リ ス ク を 防 止 し  
た バ ッ テ リ セ ル の 構 造 を 指 す 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 新 エ ネ ル ギ ー 自 動 車 の 市 場 が 盛 ん に 発 展 す る の に 伴 い 、 駆 動 用 バ ッ テ リ は 新 エ ネ ル ギ ー  
電 気 自 動 車 に お け る ３ つ の 核 心 技 術 の 一 つ と さ れ 、 駆 動 用 バ ッ テ リ 構 造 の 保 護 設 計 及 び そ  
の 温 度 管 理 の 計 画 は 、 新 エ ネ ル ギ ー 電 気 自 動 車 の 非 常 に 重 要 な 部 分 と み な さ れ て い る 。
　 さ ら に 、 新 エ ネ ル ギ ー 電 気 自 動 車 の 航 続 力 を 高 め る た め 、 軽 量 化 及 び エ ネ ル ギ ー 密 度 を  
高 め る 需 要 は 必 然 的 な 傾 向 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 十 分 な 電 気 量 及 び キ ャ パ シ タ ン ス を 達 成 す る た め 、 既 存 の 一 般 的 な 手 順 で は バ ッ テ リ セ  
ル が 積 層 さ れ る 。
　 図 １ Ａ 、 １ Ｂ を 参 照 さ れ た い 。 バ ッ テ リ セ ル １ ０ は 順 番 に 積 層 さ れ る 第 １ 集 電 層 １ １ 、  
第 １ 活 性 材 料 層 １ ２ 、 セ パ レ ー タ １ ３ 、 第 ２ 活 性 材 料 層 １ ４ 及 び 第 ２ 集 電 層 １ ５ か ら な り  
、 バ ッ テ リ セ ル １ ０ の 相 対 す る 両 端 に は 第 １ 集 電 層 １ １ 及 び 第 ２ 集 電 層 １ ５ か ら そ れ ぞ れ  
第 １ タ ブ １ １ １ 及 び 第 ２ タ ブ １ ５ １ が 延 伸 し て い る 。
　 図 １ Ａ 、 １ Ｂ に 示 す の は 、 一 般 的 な 並 列 接 続 し た 積 層 で あ り 、 同 じ 極 性 （ 第 １ 集 電 層 １  
１ ） の 集 電 層 を 互 い に 接 触 さ せ て 積 層 す る 。
　 実 際 の 実 施 に お い て 、 ２ つ の 集 電 層 の 面 積 は や や 異 な る た め 、 一 般 的 に 第 １ タ ブ １ １ １  
及 び 第 ２ タ ブ １ ５ １ の 内 側 、 つ ま り 第 １ 活 性 材 料 層 １ ２ 及 び 第 ２ 活 性 材 料 層 １ ４ に 近 い 側  
に 絶 縁 層 １ １ ２ 、 １ ５ ２ が 設 け ら れ 、 第 １ タ ブ １ １ １ 及 び 第 ２ タ ブ １ ５ １ を 組 み 立 て る と  
き 、 そ れ ぞ れ 隣 接 す る 第 １ 集 電 層 １ １ 及 び 第 ２ 集 電 層 １ ５ と 接 触 し て 短 絡 が 生 じ る の を 防  
止 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 大 き な サ イ ズ 又 は 高 い 並 列 接 続 数 の 積 層 バ ッ テ リ セ ル の タ ブ は 、 圧 力 が  
か か る こ と や 、 公 差 な ど の 要 因 に よ り 、 積 層 さ せ た 後 の 第 １ タ ブ １ １ １ ’ の 裏 面 が 容 易 に  
露 出 す る 。
　 図 ２ Ａ 、 ２ Ｂ に 示 す よ う に 、 こ の と き 該 位 置 が ず れ た 第 １ タ ブ １ １ １ ’ を 折 り 曲 げ る と  
、 面 積 が 比 較 的 大 き な 第 ２ 集 電 層 １ ５ の 辺 縁 部 と 容 易 に 接 触 し て 、 短 絡 の 状 況 が 発 生 す る  
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 し た 従 来 技 術 の 欠 点 に 鑑 み 、 本 考 案 は 上 記 し た 課 題 を 効 果 的 に 解 決 す る た め の バ ッ  
テ リ セ ル の 構 造 を 提 供 す る 。
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 の 主 な 目 的 は 以 降 の バ ッ テ リ セ ル の 構 造 を 提 供 す る こ と で あ る 。
　 す な わ ち 、 面 積 が 比 較 的 小 さ な 集 電 層 の タ ブ の 裏 面 、 及 び 面 積 が 比 較 的 大 き な 集 電 層 の  
端 面 に 絶 縁 層 を 追 加 で 設 け 、 バ ッ テ リ セ ル を 組 み 立 て る と き 、 第 １ 、 第 ２ 集 電 層 の 面 積 が  
異 な る こ と に よ る 、 潜 在 的 な 短 絡 の リ ス ク を 大 幅 に 低 下 さ せ る 、 バ ッ テ リ セ ル の 構 造 を 提  
供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 は バ ッ テ リ セ ル の 構 造 を 示 し 、 こ れ は 順 番 に 積 層 さ れ る 第 １ 集 電 層 、 第 １ 活 性 材  
料 層 、 セ パ レ ー タ 、 第 ２ 活 性 材 料 層 及 び 第 ２ 集 電 層 を 含 み 、 第 １ 集 電 層 は 第 １ タ ブ を 有 し  
、 第 ２ 集 電 層 は 第 ２ タ ブ を 有 す る 。
　 第 １ 集 電 層 及 び 第 ２ 集 電 層 は そ れ ぞ れ 相 対 す る 第 １ 表 面 及 び 第 ２ 表 面 、 並 び に 相 対 す る  
第 １ 側 面 及 び 第 ２ 側 面 を 有 し 、 第 １ タ ブ は 第 １ 集 電 層 の 第 １ 側 面 か ら 外 側 に 延 伸 し 、 第 ２  
タ ブ は 第 ２ 集 電 層 の 第 １ 側 面 か ら 外 側 に 延 伸 す る 。
　 第 １ 集 電 層 の 第 １ 表 面 は 第 ２ 集 電 層 の 第 ２ 表 面 に 相 対 し て 積 層 さ れ 、 第 １ 集 電 層 の 面 積  
は 第 ２ 集 電 層 の 面 積 よ り や や 小 さ い 。
　 第 １ 集 電 層 の 第 ２ 表 面 が 第 １ タ ブ と 接 す る 部 分 の 両 側 の 辺 縁 部 に 絶 縁 層 を 有 す る 。
　 こ の ほ か 、 絶 縁 層 は 第 １ 集 電 層 の 第 ２ 表 面 に お け る 第 １ 側 面 に 隣 接 す る 最 上 縁 に 延 伸 で  
き 、 Ｌ 字 形 に 配 置 さ れ る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ の ほ か 、 本 考 案 は バ ッ テ リ セ ル の 構 造 を 示 し 、 こ れ は 順 番 に 積 層 さ れ る 第 １ 集 電 層 、  
第 １ 活 性 材 料 層 、 セ パ レ ー タ 、 第 ２ 活 性 材 料 層 及 び 第 ２ 集 電 層 を 含 み 、 第 １ 集 電 層 は 第 １  
タ ブ を 有 し 、 第 ２ 集 電 層 は 第 ２ タ ブ を 有 す る 。
　 第 １ 集 電 層 及 び 第 ２ 集 電 層 は そ れ ぞ れ 相 対 す る 第 １ 表 面 及 び 第 ２ 表 面 、 並 び に 相 対 す る  
第 １ 側 面 及 び 第 ２ 側 面 を 有 し 、 第 １ タ ブ は 第 １ 集 電 層 の 第 １ 側 面 か ら 外 側 に 延 伸 し 、 第 ２  
タ ブ は 第 ２ 集 電 層 の 第 １ 側 面 か ら 外 側 に 延 伸 す る 。
　 第 １ 集 電 層 の 第 １ 表 面 は 第 ２ 集 電 層 の 第 ２ 表 面 に 相 対 し て 積 層 さ れ 、 第 １ 集 電 層 の 面 積  
は 第 ２ 集 電 層 の 面 積 よ り や や 小 さ い 。 第 ２ 集 電 層 の 第 ２ 側 面 に 絶 縁 層 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 の 具 体 的 な 実 施 例 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 本 考 案 の 目 的 、 技 術 内 容 、 特 徴 及 び 達  
成 す る 効 果 を よ り 容 易 に 理 解 で き る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ Ａ 】 既 知 の バ ッ テ リ セ ル の 構 造 に お け る 積 層 の 概 要 図 で あ る 。
【 図 １ Ｂ 】 既 知 の バ ッ テ リ セ ル の 構 造 に お け る 積 層 の 概 要 図 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 既 知 の 積 層 バ ッ テ リ セ ル の 構 造 に お け る 、 位 置 が ず れ て 短 絡 が 発 生 す る 概 要 図  
で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 既 知 の 積 層 バ ッ テ リ セ ル の 構 造 に お け る 、 位 置 が ず れ て 短 絡 が 発 生 す る 概 要 図  
で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の バ ッ テ リ セ ル の 構 造 に お け る 分 解 概 要 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 本 考 案 の バ ッ テ リ セ ル の 構 造 に お け る 概 要 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 本 考 案 の バ ッ テ リ セ ル の 構 造 に お け る 概 要 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 考 案 の バ ッ テ リ セ ル の 構 造 に お け る 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 本 考 案 の バ ッ テ リ セ ル の 構 造 に お け る 絶 縁 層 の 異 な る 実 施 例 の 概 要 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 本 考 案 の バ ッ テ リ セ ル の 構 造 に お け る 絶 縁 層 の 異 な る 実 施 例 の 概 要 図 で あ る 。
【 図 ７ Ａ 】 本 考 案 の バ ッ テ リ セ ル の 構 造 に お け る 並 列 接 続 す る 積 層 の 概 要 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｂ 】 本 考 案 の バ ッ テ リ セ ル の 構 造 に お け る 並 列 接 続 す る 積 層 の 概 要 図 で あ る 。
【 図 ８ Ａ 】 本 考 案 の バ ッ テ リ セ ル の 構 造 に お け る タ ブ を 折 り 曲 げ た 概 要 図 で あ る 。
【 図 ８ Ｂ 】 本 考 案 の バ ッ テ リ セ ル の 構 造 に お け る 積 層 が ず れ た 概 要 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 を 参 照 し な が ら 、 本 考 案 の 利 点 、 主 旨 及 び 特 徴 を よ り 容 易 に 、 明 確 に 理 解 で き る よ う  
に す る た め 、 以 下 に 実 施 例 に つ い て 詳 述 す る 。
　 こ れ ら の 実 施 例 は 本 考 案 の 代 表 的 な 実 施 例 に 過 ぎ ず 、 本 考 案 の 実 施 形 態 及 び 請 求 の 範 囲  
が こ れ ら の 実 施 例 の 形 態 の み に 制 限 さ れ る も の で は な い 。
　 こ れ ら の 実 施 例 を 提 供 す る 目 的 は 、 本 考 案 の 開 示 内 容 を よ り 徹 底 的 に 、 容 易 に 理 解 で き  
る よ う に す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 考 案 で 開 示 す る 各 種 実 施 例 で 使 用 さ れ る 用 語 は 、 特 定 の 実 施 例 を 記 載 す る 目 的 の た め  
に の み 用 い ら れ 、 本 考 案 で 開 示 す る 各 種 実 施 例 を 制 限 す る も の で は な い 。
　 他 に 明 確 に 指 示 し な い 限 り 、 使 用 す る 単 数 形 は 複 数 形 も 含 む 。
　 他 に 限 定 し な け れ ば 、 本 明 細 書 中 で 使 用 す る す べ て の 用 語 （ 技 術 用 語 及 び 科 学 用 語 を 含  
む ） は 、 本 考 案 で 開 示 す る 各 種 実 施 例 が 属 す る 分 野 の 当 業 者 が 通 常 理 解 す る 意 味 と 同 じ 意  
味 を 有 す る 。
　 上 記 用 語 （ 例 え ば 一 般 的 に 使 用 さ れ る 辞 典 で 限 定 さ れ る 用 語 ） は 、 本 考 案 で 開 示 す る 各  
種 実 施 例 に お い て 明 確 に 限 定 す る 場 合 を 除 き 、 同 じ 技 術 分 野 に お け る 文 脈 の 意 味 と 同 じ 意  
味 を 有 す る と 解 釈 さ れ 、 理 想 化 し た 意 味 又 は 過 度 に 形 式 的 な 意 味 を 有 す る と 解 釈 さ れ な い  
。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 図 ３ を 参 照 さ れ た い 。 本 考 案 で 開 示 す る バ ッ テ リ セ ル の 構 造 は 、 第 １ 集 電 層 ２ １ 、 第 １  
活 性 材 料 層 ２ ２ 、 セ パ レ ー タ ２ ３ 、 第 ２ 活 性 材 料 層 ２ ４ 及 び 第 ２ 集 電 層 ２ ５ を 含 む 。
　 第 １ 集 電 層 ２ １ は 対 応 す る 第 １ 表 面 ２ １ １ 及 び 第 ２ 表 面 ２ １ ２ 、 対 応 す る 第 １ 側 面 ２ １  
３ 及 び 第 ２ 側 面 ２ １ ４ を 有 し 、 第 ２ 集 電 層 ２ ５ も 対 応 す る 第 １ 表 面 ２ ５ １ 及 び 第 ２ 表 面 ２  
５ ２ 、 対 応 す る 第 １ 側 面 ２ ５ ３ 及 び 第 ２ 側 面 ２ ５ ４ を 有 す る 。
　 第 １ 集 電 層 ２ １ の 第 １ 側 面 ２ １ ３ か ら 第 １ タ ブ ２ １ ５ が 延 伸 し 、 第 ２ 集 電 層 ２ ５ の 第 １  
側 面 ２ ５ ３ か ら 第 ２ タ ブ ２ ５ ５ が 延 伸 す る 。
　 第 １ 集 電 層 ２ １ 、 第 １ 活 性 材 料 層 ２ ２ 、 セ パ レ ー タ ２ ３ 、 第 ２ 活 性 材 料 層 ２ ４ 及 び 第 ２  
集 電 層 ２ ５ は 順 番 に 積 層 さ れ 、 バ ッ テ リ セ ル の 構 造 を 構 成 す る 。
　 具 体 的 に 、 第 １ 集 電 層 ２ １ の 第 １ 表 面 ２ １ １ は 第 ２ 集 電 層 ２ ５ の 第 ２ 表 面 ２ ５ ２ に 相 対  
し て 積 層 さ れ 、 第 １ 活 性 材 料 層 ２ ２ 、 セ パ レ ー タ ２ ３ 、 第 ２ 活 性 材 料 層 ２ ４ は 順 番 に こ の  
中 に 挟 持 さ れ る 。
　 第 １ 活 性 材 料 層 ２ ２ 及 び 第 ２ 活 性 材 料 層 ２ ４ の 周 囲 に シ ー ラ ン ト ２ ２ １ 、 ２ ４ １ が 巻 き  
付 け ら れ 、 こ れ に よ り 絶 縁 及 び 封 止 の 目 的 を 達 成 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 続 い て 、 図 ３ 、 ４ Ａ 、 ４ Ｂ を 併 せ て 参 照 さ れ た い 。 第 １ タ ブ ２ １ ５ は 第 １ 集 電 層 ２ １ の  
第 １ 表 面 ２ １ １ 側 （ つ ま り 内 側 ） に お い て 、 第 １ タ ブ ２ １ ５ が 第 １ 集 電 層 ２ １ と 接 す る 部  
分 の 最 下 部 に 絶 縁 層 ２ １ ５ １ を 有 す る 。
　 同 様 に 、 第 ２ タ ブ ２ ５ ５ は 第 ２ 集 電 層 ２ ５ の 第 ２ 表 面 ２ ５ ２ 側 （ つ ま り 内 側 ） に お い て  
、 第 ２ タ ブ ２ ５ ５ が 第 ２ 集 電 層 ２ ５ と 接 す る 部 分 の 最 下 部 に 絶 縁 層 ２ ５ ５ １ を 有 す る こ と  
で 、 組 み 立 て た 第 １ タ ブ ２ １ ５ 及 び 第 ２ タ ブ ２ ５ ５ が 異 な る 極 性 の 集 電 層 （ 第 ２ 集 電 層 ２  
５ 及 び 第 １ 集 電 層 ２ １ ） と 接 触 し て 短 絡 が 生 じ る の を 防 止 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ の ほ か 、 第 １ 集 電 層 ２ １ の 面 積 は 第 ２ 集 電 層 ２ ５ の 面 積 よ り や や 小 さ い た め 、 そ の 側  
面 図 に よ る と 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 ２ 集 電 層 ２ ５ の 位 置 が や や 突 出 し て い る の が わ か る  
。
　 例 を 挙 げ て 説 明 す る と 、 図 に 示 す 第 １ 集 電 層 ２ １ は 正 極 と 表 示 さ れ 、 第 ２ 集 電 層 ２ ５ は  
負 極 と 表 示 さ れ 、 つ ま り 正 極 集 電 層 の 面 積 は 負 極 集 電 層 の 面 積 よ り や や 小 さ い 。
　 し か し こ の 部 分 は 概 要 に 過 ぎ ず 、 正 極 集 電 層 の 面 積 が 負 極 集 電 層 の 面 積 よ り や や 小 さ い  
こ と に 限 定 す る も の で は な い 。
　 実 際 の 実 施 に お け る 設 計 は 、 負 極 集 電 層 の 面 積 が 正 極 集 電 層 の 面 積 よ り や や 小 さ く て も  
よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 述 し た 既 知 の バ ッ テ リ セ ル が 積 層 し た 後 、 高 い 積 層 数 、 公 差 、 圧 力 が か か る な ど の 要  
因 に よ り 、 位 置 が ず れ て 短 絡 す る 可 能 性 が あ る 問 題 を 考 慮 し 、 本 考 案 の バ ッ テ リ セ ル の 構  
造 は 、 第 １ 集 電 層 ２ １ の 第 ２ 表 面 ２ １ ２ が 第 １ タ ブ ２ １ ５ と 接 す る 部 分 の 両 側 の 辺 縁 部 に  
絶 縁 層 ４ １ を 有 す る （ 図 ６ Ａ に 示 す ） か 、 又 は 第 ２ 集 電 層 ２ ５ の 第 ２ 側 面 ２ ５ ４ に 絶 縁 層  
４ ２ を 有 す る （ 図 ６ Ｂ に 示 す ） か 、 又 は ２ つ の 絶 縁 層 ４ １ 、 ４ ２ を 同 時 に 有 し （ 図 ４ Ａ に  
示 す ） 、 た と え 接 触 し て も 短 絡 が 起 こ ら な い よ う に す る ( こ の 部 分 は 後 ほ ど 詳 述 す る ） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま ず 図 ６ Ａ を 参 照 さ れ た い 。 位 置 が ず れ て 短 絡 が 生 じ る と き 、 第 １ 集 電 層 ２ １ の 裏 側 （  
つ ま り 第 ２ 表 面 ２ １ ２ ） が 露 出 す る こ と を 考 慮 し て い る 。
　 従 っ て 、 第 １ 集 電 層 ２ １ の 第 ２ 表 面 ２ １ ２ が 第 １ タ ブ ２ １ ５ と 接 す る 部 分 の 両 側 の 辺 縁  
部 に 絶 縁 層 ４ １ を 設 け る 。
　 絶 縁 層 ４ １ は 第 １ タ ブ ２ １ ５ が 第 １ 集 電 層 ２ １ の 第 ２ 表 面 ２ １ ２ と 接 す る 部 分 の 両 側 の  
辺 縁 部 に 位 置 し 、 さ ら に 第 １ 集 電 層 ２ １ の 第 ２ 表 面 ２ １ ２ に お け る 第 １ 側 面 ２ １ ３ に 隣 接  
す る 最 上 縁 に 延 伸 し 、 ２ つ の Ｌ 字 形 が 配 置 さ れ る 。
　 そ の サ イ ズ に つ い て 、 第 １ 集 電 層 ２ １ の 第 ２ 表 面 ２ １ ２ に 位 置 す る 幅 Ｗ １ は ３ ～ ７ ミ リ  
メ ー ト ル 、 第 １ 集 電 層 ２ １ の 第 ２ 表 面 ２ １ ２ に 位 置 す る 高 さ Ｌ １ は ０ ． ５ ～ １ ． ５ ミ リ メ  
ー ト ル 、 第 １ タ ブ ２ １ ５ に 位 置 す る 幅 Ｗ ２ は 少 な く と も １ ． ５ ミ リ メ ー ト ル 、 第 １ タ ブ ２  
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１ ５ に 位 置 す る 高 さ Ｌ ２ は ２ ． ５ ～ ８ ． ５ ミ リ メ ー ト ル で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 続 い て 図 ６ Ｂ を 参 照 さ れ た い 。 第 ２ 集 電 層 ２ ５ は 面 積 が 第 １ 集 電 層 ２ １ の 面 積 よ り 大 き  
い た め 、 そ の 端 面 が 第 １ 集 電 層 ２ １ の 位 置 よ り 高 く 、 容 易 に 接 触 す る こ と を 考 慮 し て い る  
。
　 従 っ て 、 第 ２ 集 電 層 ２ ５ の 第 ２ 側 面 ２ ５ ４ に 絶 縁 層 ４ ２ を 設 け る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ７ Ａ を 参 照 さ れ た い 。 並 列 接 続 に 実 際 に 利 用 す る と き 、 バ ッ テ リ セ ル の 構 造 は 第 １ 集  
電 層 ２ １ の 第 ２ 表 面 ２ １ ２ が 相 互 に 接 触 す る よ う に 積 層 さ れ る 。
　 ２ つ の バ ッ テ リ セ ル の 構 造 は 積 層 さ れ た 後 、 図 ７ Ｂ に 示 す よ う に 、 外 側 に 位 置 す る 第 ２  
集 電 層 ２ ５ の 第 １ 表 面 ２ ５ １ を さ ら に 利 用 し て 、 相 互 に 接 触 さ せ て 積 層 し 、 ２ つ の バ ッ テ  
リ セ ル の 構 造 の 積 層 を 構 成 す る 。
　 こ の よ う に 必 要 な 数 量 を 順 番 に 積 層 し て バ ッ テ リ ユ ニ ッ ト を 構 成 す る 。
　 図 ８ Ａ を 参 照 さ れ た い 。 積 層 が 完 了 し て か ら 、 第 １ タ ブ ２ １ ５ を 溶 接 し て 、 バ ッ テ リ ユ  
ニ ッ ト 全 体 の 並 列 接 続 を 構 成 す る 。
　 も う 一 端 の 第 ２ タ ブ ２ ５ ５ （ 図 ７ Ｂ に 示 す ） も 同 じ で あ り 、 繰 り 返 し 述 べ な い 。
　 こ の と き 、 図 ８ Ａ 、 ８ Ｂ に 示 す よ う に 、 た と え 位 置 が ず れ る こ と に よ り 、 第 １ タ ブ ２ １  
５ の 裏 面 （ 第 ２ 表 面 ２ １ ２ 側 ） が 露 出 し て も 、 絶 縁 層 ４ １ 、 ４ ２ を 設 け る こ と に よ り 、 第  
１ タ ブ ２ １ ５ を 折 り 曲 げ た 後 、 第 ２ 集 電 層 ２ ５ の 端 面 （ 第 ２ 側 面 ２ ５ ４ ） に 接 触 す る 短 絡  
の 現 象 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 を ま と め る と 、 本 考 案 は バ ッ テ リ セ ル の 構 造 を 示 す 。
　 高 い 積 層 数 、 公 差 、 圧 力 が か か る 、 な ど の 要 因 に よ り 、 位 置 が ず れ て 短 絡 が 生 じ る 問 題  
を 考 慮 し 、 位 置 が ず れ る こ と に よ り 、 接 触 し て 短 絡 が 生 じ る 可 能 性 が あ る 位 置 、 つ ま り 面  
積 が 比 較 的 小 さ な 第 １ 集 電 層 の 第 １ タ ブ が 第 １ 集 電 層 の 外 側 と 接 す る 部 分 の 両 側 の 辺 縁 部  
、 又 は 面 積 が 比 較 的 大 き な 第 ２ 集 電 層 の 端 面 （ 第 ２ 側 面 ） に 絶 縁 層 を 追 加 で 設 け る 。
　 既 知 の タ ブ の 内 側 方 向 の 最 下 縁 部 に 、 単 一 の バ ッ テ リ セ ル の 内 部 短 絡 を 防 止 す る 絶 縁 層  
を 設 け る の と は 異 な り 、 こ の 新 た に 追 加 し た 絶 縁 層 は バ ッ テ リ セ ル が 積 層 さ れ た 後 、 タ ブ  
を 折 り 曲 げ て 生 じ る 可 能 性 が あ る 短 絡 の 現 象 を 防 止 す る の に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 の 記 載 は 本 考 案 の 好 ま し い 実 施 例 に 過 ぎ ず 、 本 考 案 の 実 施 範 囲 を 限 定 す る も の で は  
な い 。
　 従 っ て 、 本 考 案 の 請 求 の 範 囲 に 記 載 す る 特 徴 及 び 主 旨 に 基 づ い て 行 わ れ る 均 等 変 化 又 は  
修 飾 は 、 い ず れ も 本 考 案 の 請 求 の 範 囲 内 に 含 ま れ る べ き で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 １ ０       バ ッ テ リ セ ル
　 １ １       第 １ 集 電 層
　 １ １ １     第 １ タ ブ
　 １ １ １ ’   第 １ タ ブ
　 １ １ ２     絶 縁 層
　 １ ２       第 １ 活 性 材 料 層
　 １ ３       セ パ レ ー タ
　 １ ４       第 ２ 活 性 材 料 層
　 １ ５       第 ２ 集 電 層
　 １ ５ １     第 ２ タ ブ
　 １ ５ ２     絶 縁 層
　 ２ １       第 １ 集 電 層
　 ２ １ １     第 １ 表 面
　 ２ １ ２     第 ２ 表 面
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　 ２ １ ３     第 １ 側 面
　 ２ １ ４     第 ２ 側 面
　 ２ １ ５     第 １ タ ブ
　 ２ １ ５ １   絶 縁 層
　 ２ ２       第 １ 活 性 材 料 層
　 ２ ２ １     シ ー ラ ン ト
　 ２ ３       セ パ レ ー タ
　 ２ ４       第 ２ 活 性 材 料 層
　 ２ ４ １     シ ー ラ ン ト
　 ２ ５       第 ２ 集 電 層
　 ２ ５ １     第 １ 表 面
　 ２ ５ ２     第 ２ 表 面
　 ２ ５ ３     第 １ 側 面
　 ２ ５ ４     第 ２ 側 面
　 ２ ５ ５     第 ２ タ ブ
　 ２ ５ ５ １   絶 縁 層
　 ４ １       絶 縁 層
　 ４ ２       絶 縁 層
　 Ｌ １       高 さ
　 Ｌ ２       高 さ
　 Ｗ １       幅
　 Ｗ ２       幅
【 図 面 】
【 図 １ Ａ 】 【 図 １ Ｂ 】
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【 図 ２ Ａ 】 【 図 ２ Ｂ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ Ａ 】
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【 図 ４ Ｂ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ Ａ 】 【 図 ６ Ｂ 】
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【 図 ７ Ａ 】 【 図 ７ Ｂ 】

【 図 ８ Ａ 】 【 図 ８ Ｂ 】
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